
川
，
・
～
ぞ
》
与
㌻
脇
～
バ
♪
㌔
～
5
ノ
尾
！
〉
㍉
い
～
～
｝
～
’
～
）
ぎ

．
　
　
旧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
ー
ー
1
ー
ー
！
ー
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
』
イ
”
翫
、
伊
　
撒
番
館
雄
臨

雛
騰
　
　
　
　

第
㎜

㎜
　
村
議
会
第
三
回
定
例
会

　
ゆ

　
ゆ　

㎜
　
　
村
豫
算
額
　
千
四
百
万
圓
を
突
破
！

　
ぬ

　
㎜
村
議
会
第
三
同
定
例
会
は
去
る
六
月
三
十
日
午
前
十
時
よ
り
村
役
場
に

聞
漢
蟻
皐
を
譲
レ
た

　
脚
　
↑
昭
獅
二
十
五
勾
度
松
代
村
歳
入
出
第
三
同
追
加
予
算

　
一
　
⇔
松
代
村
報
酬
額
費
用
　
償
額
支
給
に
關
す
る
改
正
條
例
設
定
の
件

新
㎝

　
酬
　
日
松
代
村
給
料
額
及
放
費
額
支
給
に
關
す
る
條
例
中
改
正
條
例
設
定

　
ゆ

　
騨
　
　
の
件

豊
累
墓
項

　
ぬ

　
㎜
　
　
松
代
村
第
二
同
追
加
予
算
村
長
等
決
処
分
事
項
承
認
の
件

　
㎜
以
上
四
件
を
議
定
し
、
終
つ
て
懇
談
会
に
入
り
午
後
四
時
散
会
し
た
，

民
贈
　
　
　
ー
　
　
　
　
i
　
ー

　
““
ψ

　
　
　
清
水
稜

公呂
、
㎜
・
新
築
工
事
進
む

　
　
一

代
，
剛
総
工
餐
弐
百
弐
拾
五
万
六
千
円
の
清

蕩
復
樂
窪
地
元
民
の
協
を

　
　
㈲

　
　
職
人
側
の
日
夜
の
作
業
に
よ
り
本
月

松　
　
五
日
既
に
校
舎
の
屋
根
葺
ま
で
終
了

　
　
す
る
に
至
り
目
下
第
輔
回
の
壁
塗
工

　
　
藁
中
で
あ
る
運
動
響
地
形
轟
り

月
今
月
中
に
は
建
前
も
出
未
る
も
の
と

ハ
ご）

　
み
ら
れ
る
。

韓
旧
職
人
側
は
清
水
に
三
ケ
所
会
沢
に
一

■
5
嘲
　
　
　
　
　
　
　
、

9
ケ
所
の
飯
場
を
設
け
期
限
前
に
完
了

σ
す
る
と
張
切
っ
て
い
る
。
　
一
方
本
月

年
　
十
三
日
教
育
委
員
会
を
開
催
教
育
上

砂
防
事
務
所
の

辞
石
工
場
竣
功

　
　
じ．

昭
和
二
十
五
年
度
の
本
村
初
の
成

漸
式
集
る
五
旦
言
馨
し
ま

ハ

｛
し
た
が
そ
の
后
松
代
の
關
谷
政
一

｝
他
の
男
姦
人
者
は
こ
の
嚢
あ

．
る
日
を
記
念
し
，
．
肚
会
事
渠
に
何

か
と
貢
献
す
る
計
画
を
進
め
西
興

学
資
金
の
積
立
等
そ
の
他
噸
、
二

件
実
行
に
移
す
ぺ
く
努
ガ
奮
斗
し

一
て
き
た
が
結
局
松
代
出
身
成
人
者

の
み
で
、
松
代
中
央
道
路
元
標
附

近
に
高
さ
八
尺
幅
八
尺
の
掲
示
板

を
設
置
し
一
般
村
民
に
文
化
の
宣

｝
傳
に
弘
報
宣
傳
啓
蒙
を
行
い
樂
℃
、

　
懸
案
で
あ
つ
た
砂
防
事
務
所
專
用

　
の
弊
石
機
の
設
置
は
廣
川
所
長
の

　
奔
走
に
よ
り
縣
の
認
め
る
と
こ
ろ

　
と
な
り
先
月
工
事
を
着
手
こ
の
程

・
完
了
を
見
る
に
至
っ
た
。
本
且
十

ヌ
鳥
防
携
所
為
貞
型

｝

伊
澤
小
学
校
の

　
　
　
改
名
認
可
さ
ろ

「
既
報
の
通
り
去
る
三
月
十
七
日
の

村
議
会
で
決
議
し
（
孟
地
々
区
の

要
望
に
応
え
）
其
の
筋
へ
申
請
中

だ
っ
た
孟
地
小
学
校
を
伊
沢
小
学

校
と
改
名
す
る
こ
と
、
な
つ
て
い

た
が
七
月
四
日
附
を
以
っ
て
正
式

｝
に
許
可
の
旨
指
達
が
あ
つ
た
。

本
年
度
成
年
者
（
松
代
〉
『
φ
活
動

’
弘
報
の
↓
端
冠
し
て

　
　
　
村
の
中
央
遮
掲
示
瘍
を

　
　
　
　
　
　
　
“
天
気
予
報
も
知
ら
せ
ま
す
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
隔

ω昭和25

支
障
な
き
万
全
の
策
を
構
す
る
べ
く

校
具
教
具
の
取
扱
え
方
再
検
討
を
加

え
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ヤ

催
の
竣
功
式
を
畢
行
十
七
日
よ
り

本
腰
に
砕
石
作
業
を
開
始
し
た
。

最
新
型
七
馬
力
牛
の
ク
．
ラ
ツ
γ
ヤ

ー
一
日
の
埣
石
は
三
六
坪
以
上
今

後
の
砂
防
工
事
の
進
渉
に
貢
献
す

る
と
こ
ろ
大
で
む
る
。

村
部
落
の
公
共
的
事
業
に
使
掬
す

る
砂
利
に
つ
い
て
は
出
來
る
．
だ
け

の
便
宜
を
図
り
た
い
と
は
砂
防
事

務
所
の
お
話
し

縣
報
の
案
内

，
新
潟
縣
告
示
第
四
二
六
号
．

保
健
婦
、
助
産
婦
、
．
看
護
婦
法
第

四
九
條
の
規
定
に
よ
ゆ
昭
和
二

五
年
六
月
一
日
附
で
助
産
婦
名

簿
に
次
の
よ
う
に
登
録
し
た
。

登
録
番
号
住
所
　
氏
　
　
名

毫
茜
海
老
｝
、
さ
一
若
月
テ
ル
子

ノ
い
村
造
り
の
第
一
歩
を
画
さ
ん
と
㎜

ζ
の
程
村
当
局
と
話
合
い
が
す
み
繭

＋
一
日
よ
り
設
置
し
た
　
　
こ
㎜

樹
こ
分
掲
示
板
ば
弘
報
宣
傳
、
達
㎜

し
事
項
は
勿
論
廣
く
活
用
し
（
但
㎜

し
営
業
用
ポ
ス
タ
ー
、
・
職
組
の
ス
㎜

ト
掲
示
そ
の
他
は
含
ま
な
い
）
　
㎜

松
代
高
等
学
校
万
勿
先
生
よ
り
農
㎜
，

業
気
象
に
關
與
す
る
た
め
天
氣
予
漏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

報
、
気
象
特
報
等
を
黒
板
に
掲
示
四

す
る
事
に
な
つ
て
い
る
か
ら
気
象
㎜

に
つ
い
て
農
業
に
活
用
せ
ら
れ
た
㎜

、
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胴

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

◎
村
の
人
口
の
動
き

　
　
　
　
（
七
月
一
日
現
在
）

　
　
　
　
り

◎
戸
籍
上
人
口
（
九
、
一
二
〇
人
）

　
　
男
四
「
四
八
一
人

　
　
女
凶
、
六
三
九
人

◎
現
住
人
口
　
、
（
七
、
三
八
九
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍵
｛
多
㍉
～
妻
～
葦
馨
q
、
’
き
ぐ
き
己
鵤
～
≦
D

　
松
代
中
学
校
P
T
A

　
　
昭
和
．
廿
五
年
総
豫
算

　
　
　
　
　
◎
　
◎
　
◎
　
◎
　
◎
　
◎
　
◎
　
◎
　
◎

　
　
　
・
．
姶
万
五
千
七
百
五
拾
圓
，

昭
和
二
十
五
年
度
松
代
中
学
校
P
τ
A
は
六
月
二
十
二
日
午
后
二

時
か
ら
本
校
含
に
お
い
て
理
事
会
並
総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た

ム
本
年
度
の
事
業
並
予
算
の
概
要
を
あ
げ
ま
す
と

卿””鵬恥”“鱒””5■，ー”曾煽の　ほほ”鴨鴫騨”“ロ曲O

婚死出‘
姻亡生　　　女’男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
三
、
六
二
四
人
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

p
三
、
七
六
五
人
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

男
九
五
・
女
八
○
（
刃
⊥
肴
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

男
三
七
女
二
六
　
〃
，
　
楠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ラ

五
八
　
養
子
縁
組
二
㎜

轟
　
　
　
」
　
　
　
2
　
　
　
1

暦，

i青年團議会

　
藝
能
会
展
覧
会
費
、

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
○
○
○

　
体
育
奨
働
費
（
排
球
●
野
球
）

　
　
　
　
　
　
　
三
・
、
七
〇
Q

　
各
種
運
動
競
技
会
費

　
　
　
　
　
　
　
二
、
O
O
O

音
樂
教
育
用
、
レ
コ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
三
、
○
○
○

科
学
教
育
奨
働
費

　
　
　
　
　
　
　
　
】
、
八
O
O

　
生
徒
修
学
放
征
貧
困
者
補
助

　
費
　
　
　
．
　
｝
、
三
五
〇

　
生
徒
用
図
書
費

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、
○
○
○

教
師
参
考
図
書
費

　
　
　
　
　
　
　
五
、
○
○
○

　
コ
γ
ク
リ
ー
ト
階
段
工
事
費

　
　
　
　
　
　
．
二
〇
、
○
○
○

観
豊
教
育
費

　
　
　
　
　
　
一
〇
、
二
〇
〇

　
グ
ラ
ン
ド
工
事
費
，

　
　
　
　
　
　
一
八
、
○
○
O

H
文
化
部
二
一
、
八
五
〇
円

⇔
図
書
部
一
、
五
」
○
○
○
円

目
施
設
部
四
八
、
ニ
ヘ
、
）
つ
円

，

『
§
旨
一
り
6

投
票
分
会
瘍
決
ろ

七
月
二
十
五
日
選
畢
の
村
青

年
團
議
会
の
選
畢
管
理
委
員

『
会
は
去
る
七
月
二
日
役
場
で

．
開
会
さ
れ
次
の
通
り
決
定
し

た

～
〉
、
多
｛
～
ノ
妻
！
～
；
‘
～
）
‘
ノ
）
㌧
｛
ノ
・
妻
》
～
（
ノ
》
馨
多
’

⑳
厚
生
部
一
九
、
六
〇
〇
円

　
衛
生
材
料
費
．

　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
○
O
O

　
生
活
困
窮
生
徒
学
用
品
補
助

　
　
　
　
　
　
　
三
、
○
○
○

　
寄
宿
舎
生
補
助

　
　
　
　
（
燃
料
）
二
、
O
O
O

　
職
員
生
活
援
助
費

　
，
（
四
名
分
Y
九
、
六
〇
〇

㈲
絡
務
部
九
、
○
○
○
円

研
究
会
費

　
　
　
　
　
　
　
三
、
∩
、
○
○

　
（
東
部
職
業
家
庭
科
カ
リ
キ

　
　
ユ
ヲ
ム
研
究
会
）
当
中
学
校

指
導
研
究
費
・
．

　
　
　
　
　
　
　
五
、
○
O
O

　
用
紙
其
他
雑
費

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
○
○
○
』

丙
雑
費
一
、
一
〇
〇
円

　
グ
ラ
ン
ド
工
事
茶
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
ρ

　
雑
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇

合
計
嘲
〇
五
、
七
五
〇
円
，

策
一
投
票
場
　
松
代
公
民
館

松
代
、
小
荒
戸
、
太
李
、
菅
刈

田
沢
、
小
屋
丸
、
池
之
畑
、
下

山
、
干
年
、
池
尻
、
蓬
李

第
二
投
票
場
　
清
水
作
業
場

　
会
沢
、
清
水
．
桐
山

第
三
投
票
場
　
伊
沢
小
学
校

　
東
山
、
海
老
、
犬
伏
、
孟
地
、

　
　
　
　
　
　
～
｛

片
桐
山
、
瀧
沢
、
中
子
、
苧
島
、
荒

瀬
尚
右
投
票
管
理
者
は
左
の
通

り
で
あ
る

第
一
投
票
所

　
　
代
　
理

第
二

　
　
代
　
理

第
三

　
　
代
　
理
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～
～
》
～
7
）
～
、
～
ゼ
鴇
，
ミ
～
）
～
で
，
f
～
｝
，
，
ず
鳥
～
～
．
‘
．
～
，
，
～
＜
♂
許
｝
、
～
・
・
～
～
．
～
（
’
ン
～
も
～
～
‘
タ
～
ノ
〉
タ
～
～
妻
～
（
！
）
、
～
～
～
～
～
《
・
～
～
～
’
～
～
f
》
、
（
！
～
｝
§
～
（
’
ミ
．
～
≧

村
青
年
團
の
活
動
大
い
に
期
待
！

　
　
新
幹
部
を
揃
之
意
氣
あ
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
青
年
連
盟
を
考
年
麟
ご
改
む

彰
代
村
賛
年
蓮
盟
若
月
佐
治
郎
氏
事
情

に
よ
り
理
事
長
を
退
任
、
後
任
と
し

て
、
松
代
　
關
谷
勝
氏
執
任
、
そ
の
俊

郡
青
年
團
幹
部
会
に
出
席
す
る
こ
と
三

回
、
村
内
青
年
連
盟
蓮
営
の
た
め
幹
部

会
を
開
催
す
る
こ
と
敷
同
、
ご
の
程
六

月
以
降
十
日
．
ま
で
の
事
業
計
画
が
審
議

さ
れ
、
そ
の
大
要
は
左
の
通
り

H
文
化
關
係

　
ω
青
年
研
究
会

　
　
講
師
は
郡
團
に
て
逡
任
中

受場日
講

者所時

七
月
下
旬

　
松
代

松
之
山

ぬ
奈
川

松旭大浦山

代　島田zp

畏
命
寺

一
〇
名

一
〇
名

一
〇
名

六
　
各
，

六
　
名

六
名
　
一

　
　
　
　
　
一

希
望
者
全
員

周
青
年
辮
論
大
会

　
旧
時
「
　
八
月
十
五
日

場
所
　
　
松
代
小
学
校

　
◎
鮮
士
各
字
青
年
男
女
各
一
名
宛

　
◎
郡
團
の
辮
論
大
会
は
奴
奈
川
公

　
　
民
館
に
て
九
月
中
旬
開
催

⑥
青
年
討
論
大
会

　
日
時
　
　
八
月
十
五
日

　
場
所
　
　
松
代
小
学
校

題
生
活
改
善
は
如
何
に
す
べ
き
か
，

樹
地
方
自
治
法
に
よ
る
青
年
團
議
会

　
七
月
二
十
五
，
日
選
畢
執
行

　
開
会
　
八
月
下
旬
の
豫
定

⇔
体
育
大
会

　
ω
青
年
相
撲
大
会

　
　
日
　
時
　
　
七
月
什
日

　
　
場
ー
所
　
　
松
代
小
学
校
庭

　
個
青
年
卓
球
大
会

　
　
日
　
時
　
　
八
月
廿
臼

　
・
揚
　
所
　
　
松
代
小
学
校

　
日
産
業
關
係

　
　
ω
農
事
研
究
会

　
　
六
旦
＋
爵
…
植
物
生
理
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
サ
ノ

　
　
七
旱
青
…
土
壌
と
肥
料
に
つ
い
て

　
　
八
月
青
…
…
病
虫
害
に
つ
い
て

　
　
さ
れ

　
　
九
月
百
…
…
畜
産
に
つ
い
て

　
ω
特
産
物
品
評
会

　
　
日
時
　
十
一
月
三
日

　
　
場
　
所
　
　
松
代
公
民
館

　
　
出
品
規
定
そ
の
他
例
年
通
り

㈲
嫁
政
購
係

　
ω
洋
裁
講
習
会

、
㈲
生
活
改
善

　
　
　
　
　
（
時
間
の
働
行
廿
五
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
目
標
）

地
方
自
治
法
に
よ
る

　
　
　
　
村
青
年
團
議
会
開
会
に
決
る

松
代
村
青
年
團
で
は
本
年
度
事
業
の
一

端
と
し
て
今
夏
地
方
自
治
法
に
よ
る
村

青
年
團
議
会
の
開
会
に
つ
い
て
去
る
二

日
の
村
團
幹
部
会
で
決
定
し
目
下
そ
の

実
践
準
備
に
地
方
自
治
法
の
研
究
公
職

選
墨
法
村
條
例
そ
の
他
の
研
究
に
日
夜

奮
斗
中
で
あ
り
本
日
ま
で
に
決
定
し
た

事
項
は
次
の
様
で
あ
る
。

　
　
　
　
記

O
選
暴
管
理
委
員
会

委
員
長
・

委
　
員

柳
　
　
　
優

瀬
沼
昇
一

關
谷
恭
奉

關
谷
己
子
雄

・
劣
麺
藁
人
名
難
見
翻

〇
七
月
五
日
　
團
長
議
員
選
暴
告
．
亦

〇
七
月
五
日
　
選
墨
長
、
投
票
分
会
長

　
　
　
　
　
　
選
任
告
示

・
情
箪
異
蕎
立
候
補
奮
置

・
雪
二
五
日
｝
難
馨
日
　
　
｝

右
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
が
青
年
議
会
は
八
月
㎜

中
旬
と
な
る
豫
定
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
㎜

縦
覧
期
間
は
左
の
通
で
あ
る
か
ら
脱
漏
の
有
無
㎜

誤
記
等
そ
の
他
に
つ
い
て
有
権
者
は
必
す
定
め
㎜

ら
れ
た
閲
覧
所
（
役
場
）
に
て
縦
覧
す
る
こ
と
。
㎜

．
縦
覧
期
間
経
過
後
（
七
月
廿
島
以
降
）
は
氏
名
｝

の
醗
漏
や
誤
記
等
が
あ
っ
て
も
訂
正
は
出
未
ま
㎜

せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

尚
本
青
年
團
議
会
の
告
示
板
は
村
役
場
前
に
あ
｝

下
姿
．
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
松
代
小
学
校

【
挨
醤
P
T
A
便
り

昨
年
三
月
皆
様
の
御
協
賛
を
得
ま
し
て
P

T
ム
発
足
以
来
早
く
も
一
年
は
過
ぎ
ま
し

た
。
其
の
間
経
濟
多
端
の
難
局
に
も
か
、

わ
ら
す
、
、
惣
両
面
に
多
額
の
御
負
姐
を
願

い
所
期
以
上
の
成
果
を
牧
め
得
ま
し
た
こ

と
誠
に
御
同
慶
の
至
り
に
存
じ
ま
す
。
．

学
稜
の
経
費
は
村
費
で
賄
う
の
が
建
前
で
．

あ
り
ま
す
が
、
本
村
の
如
く
十
三
も
学
校

が
あ
っ
て
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
わ
ゆ
る
教
育
の
機
会
均
等
の
原
則
か
ら

見
れ
ば
一
、
覗
同
仁
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
然
し
学
校
に
は
歴
史
あ
り
、
環
境
に

よ
の
、
職
員
組
織
に
よ
り
、
し
か
も
見
董

個
々
を
見
つ
め
る
時
、
特
殊
事
情
の
あ
る

こ
と
は
理
の
当
然
で
あ
り
ま
す
。
・

そ
こ
に
P
T
A
の
活
躍
舞
台
が
展
開
さ
れ

そ
の
幅
耐
の
雰
囲
気
の
中
に
見
童
は
す
く

く
と
伸
び
て
い
く
の
で
あ
り
ま
す
。
、

何
卒
P
T
A
の
本
旨
と
す
る
と
こ
ろ
を
眞

に
御
理
解
下
き
つ
て
見
読
里
輪
趾
増
進
の
た

め
一
段
の
御
協
ガ
を
得
た
い
と
存
じ
ま
す

絃
に
本
紙
の
一
隅
を
葬
借
致
し
ま
し
て
第

二
年
目
の
事
業
の
概
略
を
車
上
げ
皆
様
の

御
熱
意
．
に
応
え
る
べ
く
職
員
一
同
の
張
り

松
代
村
の
種
由
羊
買
上
候
補
次
る

先
月
本
紙
で
お
知
ら
せ
し
て
お
い

た
本
年
度
山
羊
買
上
検
査
が
七
月

五
日
縣
廃
畜
産
課
横
尾
技
師
来
村

の
上
行
わ
れ
た
が
当
日
の
出
場
頭

歎
成
山
羊
牝
五
頭
牡
二
頭
仔
山
羊

繭
，
一
六
頭
で
乏
の
中
種
山
羊
候
補
と

し
て
合
格
せ
る
も
の
は
下
記
十
七

頭
で
豫
定
の
三
〇
頭
に
達
し
な
か

っ
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
っ
た

ノ
f
　
｛
、
ζ
）
｛
華
」
・
～
多
ノ
～
～
ミ
禽
乏
多

小
堺
長
李

曹
若
月
松
次
郎

關
谷
条
松

柳
　
　
勇
吉

柳
芳
太
郎

全
　
　
　
人

石
田
　
正
晴

佐
藤
久
吉

佐
藤
　
李
作

牡牡牡牝牡牝牝牡牡
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　地島　老代代地z卜

小
堺
仁
郎
治
牡
一

關
谷
常
太
郎
牡
一

高
橋
元
十
郎
牡
一

秋
山
　
眞
作
牡
一

万
勿
栄
次
郎
牡
同

高
橋
芳
松
牡
一

富
沢
鉄
太
郎
牡
一

松小会清小〃池
荒　 荒

代戸沢水戸尻

　
　
禽
今
回
合
格
せ
る
も
の
は
十

島
月
末
ま
で
熱
心
に
飼
育
し
て

地
，
い
た
y
き
そ
の
際
再
度
検
査

　
　
の
結
果
合
格
せ
る
も
の
は
相

当
高
便
（
約
三
千
円
程
度
）

に
購
買
さ
れ
る
こ
と
に
な

つ
て
お
り
ま
す
が
種
山
羊

の
買
上
は
今
年
だ
、
け
で
な

く
今
後
も
縫
績
さ
れ
る
豫

定
で
す
か
ら
種
牝
山
羊
の

、
改
良
増
殖
を
図
っ
て
種
山

羊
候
補
が
も
っ
と
た
く
さ

ん
出
來
て
各
地
の
需
要
を

充
さ
れ
る
ま
で
と
致
し
た

い
も
の
で
す
。

勤
っ
て
い
る
こ
乏
を
申
添
え
て
禦
拶
と
㎜

致
し
ま
す
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

H
本
年
度
敏
育
目
標
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
◎
村
を
愛
し
村
を
興
す
子
供
を
育
て
る
㎜
㎜

　
◎
健
康
な
明
る
い
子
供
を
育
て
る
　
　
㎜

　
◎
基
礎
的
な
健
康
生
活
の
習
慣
を
養
う
㎜

⇔
本
年
度
事
業
計
画
、
　
　
　
　
　
　
㎜

　
ω
学
習
奨
働
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
体
育
大
会
　
　
　
　
　
　
九
月
の
予
定
㎜

　
修
学
放
行
　
　
　
　
七
、
八
月
の
予
定
㎜

　
創
立
記
念
日
　
　
　
　
　
十
二
月
五
日
㎜

　
珠
算
競
技
会
　
　
十
二
月
、
一
，
一
月
の
予
定
㎜

　
展
覧
会
　
　
　
『
十
二
月
、
三
月
の
予
定
㎜

　
学
藝
会
　
　
　
十
二
月
、
三
月
の
予
定
㎜

　
側
設
備
の
改
善
充
実
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
見
箪
丈
庫
　
　
　
　
　
　
九
月
の
予
定
㎜

　
放
逡
設
備
の
完
備
　
　
　
九
月
の
予
定
㎜

　
蓮
動
具
補
充
　
　
　
　
七
八
月
の
予
定
㎜

　
学
藝
会
用
幕
の
購
入
　
　
十
月
の
予
定
㎜

　
晋
樂
々
器
　
　
　
　
　
　
七
月
の
予
定
噸

　
プ
ラ
ン
コ
及
幼
見
用
遊
ぴ
場
七
月
予
定
…

　
給
食
室
の
改
善
　
　
　
　
・
八
月
の
予
定
㎜

　
⑥
見
董
職
員
の
厚
生
援
護
　
　
　
　
　
㎜

　
講
演
会
・
（
二
同
）
八
月
、
九
月
の
予
定
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

　
職
員
下
宿
補
助
　
　
　
　
随
　
　
　
時
㎜

　
学
校
給
食
の
完
全
実
施
　
　
　
　
　
　
㎜

　
，
寄
生
虫
騙
除
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

㈲
総
会
　
　
　
　
　
　
　
年
噸
回
三
月
㎜

　
臨
時
総
会
　
　
年
二
回
八
月
、
十
二
月
…

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
セ
‘
～
、
・
α
，
ξ
〃
Σ
5
コ
轟



　
”
㌔
¢
．
卍
ψ
～
－
書
／
ミ
、
≧
㌦
ノ
§
～

皿
伊
澤
稜
p
T
A

号
㎜
　
昭
和
2
5
年
度
の
計
圭
圓
』

7
㎜

3
㎜
　
　
　
　
”
総
豫
算
九
二
、
七
五
〇
円
睦

第
㎜

　
…
伊
沢
校
の
本
年
度
P
T
A
の
事
業
並
予
算
は
次

聞新舘民

の
通
り
で
あ
る

ω
新
校
舎
窓
ガ
ラ
メ
・

㈲
宿
直
用
夜
具
修
理

⑥
來
賓
用
椅
子
十
脚

倒
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ニ
個

伺
野
球
用
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
設
備
三
、
。
8

（
下
段
は
実
施
月
）

　
晃
、
呂
畠
八
月
中

　
二
、
O
O
O
　
　
四
月
、
二
月

　
五
、
8
。
　
　
五
月

　
三
、
8
0
，
四
月

　
　
　
　
　
　
五
月

⑥
屋
外
運
動
場
球
止
金
網
　
　
三
、
8
0

ω
下
宿
職
員
補
助
費
　
　
　
6
、
。
8

圖分

校
経
費
補
助
　
　
　
　
　
四
、
き
O

㈲
ス
ピ
ー
カ
ー
増
設
費
　
　
五
、
五
〇
〇

⑯
卒
業
式
及
会
議
費
補
助
　
六
、
四
8

働
寄
宿
生
用
カ
マ
ド
設
備
　
三
、
8
。

倒
前
年
度
計
画
外
事
業
費
　
七
、
三
き

総
計
　
九
二
、
七
五
〇
円

九六九五
月月月月

四八
月月

樹
伊
沢
小
学
校
P
T
A
は
通
常
会
費
と
し
て

一
戸
当
年
百
円
、
特
別
会
費
と
し
て
ば
二
百

’
五
十
円
支
出
の
分
も
あ
る

公代

一
，

　
一

㎝
肥
料
分
施
に
よ
る
稻
皿
波

，
事
技
術
舗
牧
法
｝
風

7
　
　
、
　
　
　
　
…
路
傍
の
石

π
y
り
火
　
署
父

松

　
倭
偶
舘
圃
書
在
庫
州
賢
『
｝
…

　
㎜
英
国
憲
法
史
　
　
　
　
　
…
中
学
動
物
学
・

　
㎜
最
新
世
界
地
理
集
　
　
　
｝
保
護
見
董
の
研
究

　
｝
手
工
教
科
書
　
　
　
　
　
㎝
日
本
族
行
史

　
㎜
民
法
要
論
　
　
　
　
　
　
㎜
文
学
の
本
質

　
ハ

月7
㎜
農
産
加
工
の
設
備
の
実
際
｝
現
代
誘
解
説

）
、
㎜
新
式
鑛
物
学
　
　
　
　
　
…
遊
戯
全
書

ギ0
㎜
ス
ボ
ー
ツ
マ
ン
の
精
神
　
…
理
科
教
授
資
料

さ9
㎜
教
育
思
潮
研
究
　
　
　
　
㎝
藤
村
少
年
読
本

ユ

滋
自
治
の
麓
　
　
近
世
外
交
史

年5
㎜
我
郷
土
教
育
施
設
　
　
　
…
市
町
村
制

　和
㎜
唐
詩
選
全
釈
　
　
　
　
　
｝
越
後
摘
史

昭
㎜
教
育
の
基
礎
た
る
肚
会
学
｝
女
史
日
本
文
典

》
㎜
法
学
通
論
　
　
　
　
　
　
…
浜
口
寄
士
子
随
威
録

3《

四
書
註
釈
全
書
　
　
九
巻
㎝
初
対
面

圓
本
儒
林
叢
書
　
　
六
巻
｝
経
濟
学
史
　
　
　
　
　
｝
契
約
法
講
義

薪
・
本
地
理
集
上
下
、
蔀
世
界
史
糞
　
　
…
心
墾
綱
要

越
佐
史
料
　
　
政
華
　
　
…
生
蓼
新
体
制

解
剖
生
理
識
説
　
　
　
　
｝
国
文
学
原
理
　
　
　
　
…
議
会
の
話

人
類
学
講
話
　
　
　
　
　
皿
国
際
秒
法
．
　
　
　
｝
行
政
法

海
外
御
巡
遊
日
誌
　
　
　
｝
現
代
文
化
と
国
民
教
育
…
渡
辺
華
山

保
険
事
業
知
識
　
…
ア
ζ
㌻
ス
キ
毒
民
欝
羅
講

・
経
濟
小
、
一
．
、
、
　
　
　
曹
常
識
講
座
　
薇
護

皿
大
原
敬
子
四
毒
の
回
顧

報
徳
教
と
片
山
信
明
翁

北
極
と
赤
道

…
当
世
側
面
観

心
化
学
訓
蒙

歪
町
杖

｝
公
債
論
，
臼

㎜
近
時
政
治
史

｝
地
理
教
育
概
論

㎜
国
法
学

皿
理
科
見
童
読
本

皿
日
本
交
典

㎜
中
心
の
公
民
教
育

…
高
僧
実
傳

…
命
あ
る
日

㎜
潮
風

…
八
雲

…
源
実
朝

…
唱
歌
の
歌
い
方
教
え
方
㎜
信
濃
山
中

　
実
用
藥
草
講
義

皿
中
小
農
工
商
問
題

…
わ
ら
ぢ
の
跡

皿
史
績
奉
天

…
扁
引
の
た
ね
本

…
近
世
史

…
．
歳
計
予
算
論

灘
襲
鐸
典

㎝
人
生
の
健
闘

㎜
食
べ
ら
れ
る
野
草

…
和
解

三
宮
尊
徳

…
望
な
き
に
非
す

諭
看
嚢

㎜
林
ふ
み
子
全
集

張
愁

書
年

癖
諮
記

壕
国

索
足
の
娘
　
　
　
　
㎝
公
民
館
シ
ヲ
」
ズ
　
｝
我
等
の
選
畢
法

全
瓶
梅
上
下
　
　
…
愛
の
肚
会
学
　
　
　
…
日
本
農
業
民
主
論

農
産
煎
工
相
談
　
’
…
新
し
き
女
性
の
生
活
㎜
西
国
立
志
論

池
坊
飼
季
生
花
入
門
皿
民
主
團
俸
の
作
り
方
…
民
主
的
政
治
と
非
民

農
村
澗
題
入
門
．
㎜
新
憲
法
解
説
　
　
　
皿
・
　
　
主
的
政
治

地
方
自
治
　
　
ー
，
…
肚
会
の
教
育
　
　
　
㎜
青
年
教
養
講
座
九
巻

兎
の
飼
い
方
利
用
法
…
選
畢
蓮
動
い
ろ
断
断
㎜
日
本
イ
ン
フ
レ
ー
シ

繋
肥
料
の
導
方
…
　
　
題
㎜
　
ヨ
ン
魑

　
　
　
　
と
用
い
方
㎜
風
と
共
に
去
り
ぬ
　
㎜
新
日
本
建
設
国
民
蓮

　
　
　
　
　
　
　
　
川
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
動
の
性
格
と
目
標

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飼

羅
記

概
な
る
奔
流

㎝
宮
沢
賢
治
集

り

亙
杳
繁
集

簾
鑛
集

　

藪
紐
難
期

理
科
教
授
資
料

カ
リ
ゼ
ル
の
心
理
学

人
間
大
倉
喜
八
郎

江
戸
か
ら
東
京
へ

国
家
公
務
員
読
本

喧
嘩
と
び

小
判
ざ
め

そ
れ
か
ら

若
き
臼
の
倫
理

白
虎

万
華
地
獄

藩
嘆
く
樹

芙
い
な
る
遺
産

藪
育
委
員
必
携

上
下

｝
有
島
武
郎
集

㎜
芥
川
龍
之
助
集

『
坊
ち
や
ん

㎜
藤
村
詩
集
■

｝
ひ
ろ
し
ま

ぼ㎜
赤
色
地
帯
．

　
㎜
日
蔭
の
村

㎜
白
魔
．

㎜
織
田
作
之
助
集

騨㎜㎝
怖
る
ぺ
き
子
供
達

ぬ

皿
永
遠
の
良
人

”けり

多
ラ
ル
を
越
え
て

女
の
一
、
生

虚
栄
な
き
独
裁
者

破
戒

悲
懸

鉄
假
面

懸
を
追
う
女

㎝
現
代
日
本
文
学
全
集

㎜
若
き
ず
グ
ル
の
悩
み

鷲
麟
必
新
生
サ
ト

｝
女
性
の
地
位
　
　
㎝

～
ー
〉
套
筆
く
彗
，
～
（
ノ
≧
～
（
茎
～
～
侭
！
）
丸
あ
～
｛
～
》
～
｛
～
～
ノ
㍉
く
1
》
～
’
～
～
～
～
、
、
～
～
、
～
～
、
、
！
、
ノ
》
～
（

り

州
新
日
本
建
設
に
我
等

㎜
は
何
を
爲
す
ぺ
き
か

ハほ

皿
農
村
副
業
の
手
引

ゆ

㎜
現
代
丈
解
釈
法

ぼロ

｝
新
日
本
文
学
全
集

｝
近
衛
家
及
近
衛
公

『
雲
水
良
寛

リロ

㎜
わ
が
人
生
と
宗
敏

卿ぴ
　
ン卿

力
も
め

㎝
コ

㎝
ざ
ん
げ
の
山
窩

ぬり

三
田
文
学

ぬ
㎜
処
女
の
心

｝
㎝
カ
ラ
マ
ゾ
ー
フ
の
兄

㎝　
　
　
　
　
　
　
弟

㎜
日
本
文
化
小
史
　
　
…

川
　
　
　
　
　
　
　
｝
匂
い
刷
毛

｝
花
嘆
く
丘
　
　
　
　
帥

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
…
長
篇
小
説
全
集

戻
主
義
の
話
班
閥
の
馨
と
そ
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
解
体
｝

共
に
行
く
も
の
　
　
㎜
大
衆
文
学
全
儂

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
こ
も
ド
う
コ
ロ
も
ド
ロ
げ
ら
ど
フ
と
ご
コ

　
　
（
清
水
精
一
著
）
㎜
抜
討
勘
五
郎
　
　
　
『
膚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
噺

葎
陀
と
女
性

リロ

ヨ
ン
ト
横
丁

り

㎜
生
活
の
探
究

㎜『
更
生
記

…
母
の
手
藝

　
｝
母
の
料
理

ぼハ

㎜
明
治
川

ハロ

㎜
闘
魚

りぼ

…
晴
雲

｝
忠
心
藏

黒
土
・

　
タ
、
昏
き
～
抄
｝
～
～
妻
》
㌔
♂
｝
｛
ヌ
》
｝
【
》
乏
！
　
■
　
　
　
、
　
購

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

　
　
　
　
一
注
意
「
　
　
・
　
　
㎜

　
　
　
　
軽
　
6
p
鍾
厘
胃
唱
■
■
■
福
■
雪
■
■
置
■
墨
置
り
揖
薩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

他
國
入
の
訪
れ
拠
注
意
皿

　
　
　
　
口
の
端
に
乗
ら
ぬ
よ
う
皿

最
近
交
通
が
激
し
く
な
り
こ
の
村
に
も
都
会
、
｝

農
村
と
い
わ
す
他
国
よ
り
入
る
者
が
相
当
数
が
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

増
え
て
き
ま
ル
た
。
種
々
雑
多
で
商
人
も
あ
り
㎜

遊
山
人
も
あ
り
公
用
人
も
あ
り
物
乞
も
あ
り
宿
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

泊
を
乞
う
も
の
適
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

叢
近
本
村
某
部
落
に
お
い
て
二
十
一
、
二
才
の
い
．

無
帽
七
、
三
に
わ
け
た
男
が
某
家
に
訪
れ
眞
に
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

憐
み
を
乞
い
某
方
面
に
行
く
途
中
ヂ
ス
代
が
な
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

い
等
を
理
由
に
し
て
金
と
雨
具
を
借
り
爾
住
所
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

は
O
O
で
あ
る
か
ら
手
紙
を
下
さ
れ
ば
直
ぐ
に
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

，
返
金
の
旨
を
話
し
て
蹄
っ
た
が
そ
の
後
住
所
は
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

出
鱈
目
で
あ
り
皆
目
不
明
と
の
事
件
が
あ
り
尚
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

最
近
同
一
人
の
名
義
で
本
村
内
か
ら
某
部
落
宛
㎜

の
手
紙
が
四
、
五
通
入
り
宛
先
不
能
の
た
め
当
㎜

局
者
を
困
戚
さ
せ
て
い
る
事
件
が
あ
る
。
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
り

臼
一
般
に
留
守
に
す
る
時
に
は
特
に
隣
人
に
依
頼
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

し
室
奥
等
被
害
の
な
い
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

右
の
事
件
の
様
に
他
国
人
の
舌
の
先
に
あ
や
つ
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

ら
れ
の
よ
う
注
意
し
て
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒

｛
青
春
の
夢
　
　
　
　
｝
傑
作
長
篇
小
説
三
入
集

…
ヤ
蘇
　
　
宜
常
の
あ
い
さ
つ

｝
日
李
錫
語
奮
隻
藩

…
夢
去
り
の
　
　
　
　
｝
永
遠
の
像

㎜
結
婚
の
生
態
　
　
　
｝
花
嫁
学
校

…
樺
太
教
育
攣
遷
と
私
一

…
の
生
活
記
録
（
池
尻
鰐
ら
の
山
族

…
出
身
室
岡
三
代
吉
著
）
師
治
療
法
典

｝
理
想
の
良
人
　
　
　
…
室
の
彼
方
へ

び
　
『
家
畜
も
の
が
た
り
』
及
び
『
天
然

わ
記
念
物
蜀
鶏
展
覧
会
』
は
紙
面
の
都

お
合
に
よ
り
次
号
に
発
表
い
た
し
ま
す

　　　　　　■一　　　　　　■　　　　　働●　　　　　，o　　　　　■9　　　　　電　　　　9■　　　　”　　　　■曹　　　　●，　　　　●■　　　o●　　　■，　　　曹　　　●　　騨，　　匿■　　5■　彫■　9■　一●o　o
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》
セ
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兎
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脚

　
ぬ

　
㎜
で
今
後
の
天
候
と
管
理
を
誤
れ
ば
肥
い

　
㎜
も
ち
、
皐
い
も
ち
、
穂
首
い
も
ち
も
豫
．

蒼
し
な
け
れ
ぜ
奪
ら
な
い
。
こ
の
よ
う

　
㎝翌

落
義
篠
に
当
つ
て
暴
剤
擦

　
㌔
　
　
　
ご
多
§

農
業
講
座

　
　
◎
稻
熟
病
に
注
意

最
近
の
報
導
機
關
は
畢
つ
て
稻
熱
病
に

対
す
る
警
戒
警
報
を
発
し
て
い
る
が
田

、
植
後
の
悪
天
候
の
た
め
縣
下
全
般
に
発

生
し
て
お
り
ひ
ど
い
所
で
は
牧
穫
皆
無

に
近
い
被
害
を
藪
百
町
歩
も
出
し
て
ゐ

、
る
町
村
も
あ
っ
て
今
後
の
対
策
如
何
に

よ
つ
て
は
相
当
の
減
牧
も
免
れ
な
い
歌

況
で
す
が
幸
い
本
村
に
於
て
は
現
在
の

と
こ
ろ
は
見
受
け
ら
れ
塗
い
よ
う
だ
が

そ
れ
で
も
各
地
に
点
々
と
発
生
し
て
耕

作
者
を
　
ま
し
て
お
り
中
に
は
萎
縮
し

始
め
た
も
の
も
あ
り
令
後
の
環
境
如
何

に
な
つ
て
は
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
よ
う

　
く
プ

な
田
圃
は
到
る
と
こ
ろ
に
見
受
け
ら
れ

る
の
で
決
し
て
油
断
は
宥
さ
れ
な
い
か

ら
常
に
細
心
の
注
意
を
携
っ
て
斑
点
が

な
く
て
も
危
瞼
性
の
あ
る
も
の
は
必
ず

豫
防
に
努
め
て
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
と

共
に
発
生
の
場
合
も
被
害
を
叢
少
限
度
■

に
喰
止
め
て
い
た
ぶ
き
た
い
。

俗
に
稻
熱
病
と
呼
ん
で
い
る
も
の
、
中

に
は
そ
の
発
熱
乱
位
に
よ
っ
て
夫
々
葉

い
も
ち
、
・
首
い
も
ち
、
籾
い
も
ち
、
護

頴
い
も
ち
、
枝
梗
い
も
ち
等
に
分
け
ら

れ
又
発
病
に
至
ら
し
め
た
原
因
（
誘
因
）

に
よ
つ
て
肥
い
も
ち
、
し
冷
い
も
ち
、
風

い
も
ち
等
乏
区
別
し
苗
代
時
期
の
場
合

は
特
に
苗
い
為
ち
と
云
っ
て
い
る
が
本

村
で
現
在
見
受
け
ら
れ
る
の
は
大
部
分

冷
害
か
ら
来
た
葉
い
も
ち
（
冷
い
も
ち
）

と
苗
い
も
ち
を
本
田
に
持
込
ん
だ
も
の

　
　
、
㌧
ぎ
ち
、
‘
、
髪
ー
ゼ
｝
ζ
‘
、
で
，
汐
＞
，
～
‘
さ
！
ミ
．
～
ず
、
～
≧
～
‘
｝
唇
ヤ
‘
》
ぜ
茎
｛
！
ぐ
・

舞
漬
接
防
除
に
偏
す
る
こ
と
な
く
何
特
に
奮
で
い
ゑ
病
の
董
の
危
戦

…
よ
り
も
稻
自
体
を
強
く
育
て
る
こ
と
に

一
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

防
除
対
策
は
そ
の
発
生
の
原
因
を
よ
く

・
知
っ
て
か
ら
始
め
て
樹
立
さ
れ
る
ぺ
き

で
あ
り
ま
す
が
こ
、
で
は
今
後
残
さ
れ

た
防
除
法
だ
け
に
つ
い
て
簡
軍
に
説
明

す
る
こ
と
、
す
る
。

H
被
害
藁
の
処
分
に
注
意
す
る
こ
と

昨
年
稻
熱
病
に
か
、
り
た
稻
藁
を
田
⑳

ア
ゼ
や
田
岡
の
附
近
に
置
く
と
之
が
も

と
に
な
っ
て
発
病
す
る
場
合
が
あ
る
か

ち
充
分
注
意
を
要
す
る
。

⇔
冷
水
灌
概
を
避
け
る

冷
水
を
灌
概
ず
る
と
低
温
に
よ
つ
て
稻

の
抵
抗
性
が
低
下
す
る
ば
か
り
で
な
く
・

肥
料
の
分
解
が
お
く
れ
気
温
の
上
昇
後

急
激
に
分
解
す
る
た
め
に
一
，
時
的
に
肥
．

料
過
多
の
状
態
と
な
つ
て
い
も
ち
病
が

発
生
し
易
か
か
ら
沢
田
や
冷
水
掛
り
の

所
は
上
か
ろ
に
手
あ
ぜ
を
作
つ
て
水
を

廻
し
温
ま
つ
た
水
を
田
に
入
れ
惹
よ
う

に
考
慮
し
両
田
圃
の
一
部
分
か
ら
冷
水

が
湧
く
よ
う
な
所
は
出
來
得
れ
ば
今
秋

階
渠
排
水
等
に
よ
り
冷
水
を
ぬ
く
よ
う

努
め
て
い
た
“
、
き
た
い
。

、
街
從
来
稻
熱
病
が
出
た
場
合
｝
般
に
深

水
に
し
た
方
が
よ
い
と
云
わ
れ
て
い
零

が
『
冷
い
も
ち
』
の
場
合
は
急
激
に
浅
水

と
す
る
こ
と
は
危
瞼
だ
が
除
々
に
浅
水

喜
し
て
地
温
の
上
昇
を
図
る
こ
と
が
よ

い
と
考
い
ら
れ
る
。

国
瀧
概
水
に
注
慧
す
る

田
面
乾
燥
七
亀
裂
を
生
す
る
よ
う
に
な

れ
ば
急
激
に
肥
料
が
分
解
し
て
一
時
的

肥
料
過
多
仁
な
る
場
合
が
あ
る
と
共
に

旱
魎
に
よ
っ
て
稻
の
低
抗
力
が
低
下
す

る
か
ら
過
度
の
乾
燥
を
さ
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

さ、

・
、
1
届
〆
㌧
ノ
｛
ヤ
で
～
く
’
，
ご
㌦
、
、
～
！
妻
～
ヌ
》
く

㎜
の
あ
る
場
合
排
水
は
よ
く
な
い
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
深
水
叉
は
掛
流
し

を
行
っ
牝
方
が
よ
い
。
皐
魑
の
た
め
稻

熱
病
発
生
の
心
配
が
あ
る
場
合
は
藥
剤

撒
布
に
よ
る
豫
防
よ
り
仕
方
が
な
い
。

落
水
が
早
す
ぎ
る
と
穂
首
い
も
ち
の
発

生
が
多
く
な
り
特
に
既
に
発
生
し
て
い

る
時
に
落
水
す
れ
ぱ
一
層
ひ
ゼ
く
な
る

か
ら
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

但
し
冷
水
掛
り
の
と
こ
ろ
は
早
目
に
落

水
し
て
た
y
田
面
が
滋
る
程
度
に
随
時

灌
概
し
た
方
が
冷
い
6
ち
・
青
立
ち
の

防
止
に
な
る

⑳
除
草
が
お
く
れ
な
い
こ
と

除
草
が
お
く
れ
た
場

合
特
に
止
草
が
お
そ
，
，

過
る
と
稻
の
若
返
り

を
來
し
『
い
も
ち
病
』

発
生
の
危
瞼
が
多
く

・
な
る
か
ら
止
草
は
穂

孕
期
迄
に
終
了
す
る

但
し
孕
草
の
繁
茂
が

甚
し
く
稻
熱
病
の
危

瞼
が
な
い
場
合
は
穂

喚

　
　
　
～
『
㌔
ノ
し
〕
ゼ
…
｛
ミ
，
樫
噛
ノ
ミ

用
時
期
が
お
そ
す
ぎ
る
と
稻
は
「
お
そ
出
㎜

來
」
歌
態
に
な
り
却
つ
て
い
も
ち
病
を
螢

発
す
る
か
ら
稻
が
栄
養
成
長
か
ら
生
殖
成
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噂
備

長
に
韓
じ
節
間
が
五
分
内
外
伸
長
し
た
と
｝

き
（
出
欝
約
二
吾
前
）
に
行
う
の
が
三

い
。
但
し
分
施
は
あ
ぐ
ま
で
当
時
の
稻
の
｝

色
具
合
瑛
定
裏
き
で
こ
の
時
糊
に
感

だ
葉
色
が
黒
々
と
し
又
気
象
欺
態
力
ら
も
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

稻
熱
病
発
生
の
危
瞼
が
多
い
畔
は
分
施
を
｝

差
し
控
え
る
こ
と
に
よ
つ
て
稻
熱
病
の
発
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
　
・
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

燐
酸
カ
リ
は
本
病
の
発
生
と
戯
接
大
き
な
一

闘
係
は
な
く
カ
リ
も
積
極
的
に
本
病
を
防
｝

止
す
る
作
用
は
な
い
が
そ
の
施
用
は
稻
の
㎜

同
化
作
用
を
低
進
さ
せ
て
稽
熱
病
に
対
す

ー
和
鋤
櫛
麹
釧
』

　
　
　
　
第
一
日
…
…
小
屋
九

畿
吻

綾
拶
、

ナ
ト
コ
映
画

　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

☆
七
月
は
ナ
ト
コ
映
個
の
上
映
は
あ
り
ま
せ
ん
　
　
｛

孕
期
以
後
で
も
除
草
し
た
方
が
よ
い
と

　
考
え
ら
れ
る
。
、

㊨
肥
料
の
過
用
を
さ
け
施
肥
に
注
意
す
、

　
る
。
1
窒
素
の
過
用
鳳
い
も
ち
病
発

　
生
の
最
大
の
誘
因
で
あ
る
か
ら
漣
意
し

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
に
燐
酸
加
里
分
と
の
埼
衡
が
と
れ
な

プ
い
窒
素
質
肥
料
の
温
用
は
至
づ
て
危
瞼

　
で
あ
る
り
本
村
の
場
合
金
肥
の
施
用
が

　
著
L
く
窒
素
分
に
偏
し
て
い
る
の
で
こ

　
¢
点
が
心
配
ざ
軋
る
が
硫
安
な
ど
を
一

度
に
施
す
る
窒
素
愚
多
ξ
な
る
か
ら
一

部
を
分
施
に
廻
し
分
施
の
量
は
反
当
蝿

貫
内
外
と
し
た
方
が
妾
全
。
し
か
し
施

　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
‘

第
二
日
…
…
下
山

第
三
臼
…
…
海
　
　
老

日
程
は
未
定
で
す
が
決
定

次
第
上
映
部
落
に
お
知
ら

　
　
せ
致
し
ま
す
。

る
抵
抗
力
を
強
め
る
の
み
な
ら
す
各
種
病
｝

害
の
防
止
の
た
め
重
硯
す
る
必
要
が
あ
る

尚
燐
酸
の
施
用
は
冷
い
も
ち
の
予
防
に
効

果
が
あ
為
と
云
わ
れ
る
。

堆
厩
肥
の
施
用
は
本
病
だ
け
で
な
く
胡
麻

葉
枯
病
の
豫
防
に
役
立
つ
㈲
藥
剤
を
撤
布

す
乃
に
い
も
ち
病
予
防
に
は
銅
剤
が
使
わ

れ
て
い
る
が
そ
の
中
で
も
ボ
ル
ド
ー
液
が

最
も
効
果
が
あ
る
コ

藥
剤
撒
布
の
主
な
目
的
は
稻
を
葉
の
う
す

い
膜
で
被
う
て
飛
ん
で
来
た
胞
子
に
よ
る

戚
染
を
防
ぐ
の
を
主
目
的
と
す
る
が
既
に

病
気
に
罹
っ
た
部
分
の
上
に
胞
子
の
形
成

さ
れ
る
の
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

共
に
多
少
病
斑
の
進
展
す
る
の
を
抑
制
す
p
、

　
る
カ
も
あ
る
と
云
わ
れ
る
。

何
れ
に
せ
よ
藥
剤
撤
布
の
主
目
的
は
治
療

で
な
く
予
防
で
あ
る
か
ら
病
気
の
発
生
前

又
は
発
生
の
軽
微
の
う
ち
に
撒
布
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
奄

葉
い
も
ち
病
は
特
に
激
し
い
発
病
で
な
じ

限
り
或
程
度
の
発
病
を
し
て
か
ら
で
も
藥
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

剤
撒
布
に
よ
づ
て
そ
の
蔓
延
を
豫
防
し
そ
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

．
の
後
の
恢
復
に
よ
つ
て
被
害
が
軽
減
き
れ
㎜

る
が
首
い
も
ち
病
は
そ
の
発
生
が
急
激
で
㎜

あ
っ
て
し
か
も
そ
の
発
生
を
認
め
始
め
て
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

か
ら
の
撒
布
は
失
敗
に
終
る
こ
と
が
多
い
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

か
ら
葉
い
も
あ
に
か
、
た
様
な
場
合
は
事
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
に
予
防
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

・
稻
は
銅
に
対
し
て
比
較
的
弱
い
が
巧
そ
の
㎜

濃
度
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
㎜

、
即
ち
穂
孕
ま
で
は
六
斗
式
石
茨
倍
量
そ
れ
轡

以
後
は
八
斗
式
石
茨
倍
量
ボ
ル
ド
ー
液
を
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

用
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

尚
折
角
ボ
ル
ド
ー
液
を
作
つ
て
も
そ
の
調
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

合
を
誤
る
と
藥
剤
の
効
果
の
な
く
な
る
ば
㎜

か
り
で
な
く
時
に
は
藥
害
を
受
け
る
か
ら
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

そ
の
調
合
に
注
意
を
彿
う
と
共
に
展
着
剤
㎜

の
加
用
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

｝
ハ

一一｝｛
　
◎
べ
ー
ス
ボ
ー
ル
フ
ア
ン
に
朗
報

　
㎜

新
潟
ク
ラ
フ
石
黒
．
投
手
來
村
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

柳
村
長
さ
ん
の
御
配
意
に
よ
っ
て
來
る
七
㎜

月
二
十
二
日
來
村
し
て
松
代
中
学
稜
庭
で
㎜

酢
数
ヨ
墓
注
騨
響
窮
論
…

一
磐
す
ム
．
小
、
巾
、
織
チ
ー
ム
㎜

の
多
歎
者
の
指
導
を
受
け
ら
る
よ
う
お
願
㎜

い
す
る
。
本
村
体
育
團
は
石
黒
投
手
φ
来
㎜

村
に
対
し
種
々
計
画
を
進
め
て
い
る
。
　
、
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

石
黒
投
手
は
長
岡
生
れ
の
人
で
長
岡
高
稜
㎜

を
卒
業
後
早
稻
田
大
学
に
入
り
、
六
大
学
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

の
戦
士
で
あ
っ
て
現
在
は
新
潟
ク
ラ
プ
の
㎜

投
手
で
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
》
～
’
3
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